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第 44 回原子燃料運用検討会議事録（案） 

 

1. 日 時： 2026 年 6 月 4 日（木） 13：30～14：30 

2. 場 所： 一般社団法人 日本電気協会 C 会議室（Web 併用会議） 

3. 出 席 者：（敬称略，順不同） 

  出 席 委 員：浦野主査(中部電力)，高橋副主査(東北電力)，青木(三菱原子燃料)， 

阿保(日本原燃)，宇多(関西電力)，菅原(東京電力 HD)，鈴木(三菱重工業)， 

安元(日本原子力発電)，吉武(九州電力)           (計  9名) 

  代理出席者：片山(原子燃料工業，長野委員代理)        (計  1名) 

  欠 席 委 員： 國分(ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾆｭｰｸﾘｱ･ﾌｭｴﾙ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ)        (計  1名) 

  常時参加者： 赤池(日立 GE ﾍﾞﾙﾉﾊﾞﾆｭｰｸﾘｱｴﾅｼﾞｰ)，阿萬(ﾃﾌﾟｺｼｽﾃﾑｽﾞ)，大堀(四国電力)， 

     木下(東芝)，新田(中国電力)，三輪(原子力ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ)，山本(北陸電力)  

                    (計  7名)  

  説 明 者：なし               (計  0名)  

  オブザーバ：なし               (計  0名)  

  事 務 局：梅津，山﨑 (日本電気協会)          (計  2名)  

 

4. 配布資料 

資料 44-1   第 43 回 原子燃料運用検討会議事録（案） 

資料 44-2-1 原子燃料運用検討会の今後の進め方 

資料 44-2-2  JEAC4212「原子力発電所の炉心・燃料に係る検査規程」改定スケジュール（案） 

参考資料-1 原子燃料運用検討会 名簿 

 

5. 議  事 

事務局より，本会議にて私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律及び諸外国の競

争法に抵触する行為を行わないことを確認の後，議事が進められた。 

 

(1) 代理出席者承認，会議定足数確認，オブザーバ等承認，配付資料の確認 

事務局より配付資料の確認の後，代理出席者１名の紹介があり，分科会規約第 13 条（検討

会）第 7 項に基づき主査の承認を得た。委員出席者数は代理出席者も含めて 10 名で，分科

会規約第 13 条（検討会）第 15 項の決議条件の委員総数の 3 分の 2 以上の出席者数を満たし

ていることを確認した。 

常時参加希望者として大堀氏(四国電力)，木下氏(東芝)，新田氏(中国電力)，土淵氏(電源開

発)の紹介があり，分科会規約第 13 条（検討会）第 8 項に基づき，検討会の承認が得られた。 

 

(2) 前回議事録（案）の確認 

事務局より資料 44-1 に基づき前回議事録の紹介があり，出席者から特段の指摘はなく，正

式議事録として承認された。 
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(3) JEAC4212「原子力発電所の炉心・燃料に係る検査規程」の改定内容及びスケジュールに関

する議論 

浦野主査より資料 44-2 シリーズに基づき，JEAC4212-2020 改定に向けた進め方とスケジ

ュール（案）について以下紹介があり，出席者からの意見と浦野主査からの応答があった。 

 

【資料 44-2-1「原子燃料運用検討会の今後の進め方」に関して】 

・現在東北電力に割り当てられている第 3 章 3.1 および附属書 D について，中国電力も関

与する形に変更される理解でよいか。 

→実際に検査実績を有する中国電力の知見を反映する観点から全体的に確認いただき

たいが，特に第 3 章 3.1 を中心に中国電力にも参画いただきたい。また，全体を見る

観点から東京電力 HD からも意見を得ながら進めていきたい。 

・「国内外の知見と反映状況」の項目については，特定の担当を設けず，各自が有する知見

を持ち寄る形での対応を想定しているのか。 

→見直し時には国内外の知見および反映状況の確認結果を整理し，記録として残す必

要がある。今引用している文献の改定状況はもちろん，NUCIA 等の情報についても

確認していく。確認フォーマットもあるため，それに沿って確認していく。 

→それに加え，各社から事例を募る対応も望ましいと考える。不適合だけでなく，検査

実績から不適合に至らない事象も含め，炉心・燃料に係る検査に関しては担当の東京

電力 HD 及び九州電力まで別途連絡いただければありがたい。 

→それら以外の項目についても，各委員からこういった情報がほしいといったものが

あれば各担当から適時声をあげていただいて，協力しながら進めていきたい。 

・用語については，改定案がある程度出来上がってきたタイミングから動くことになると

考える。 

・改定内容の抽出については約 1 か月半を目途に実施してほしい。事務局より別途各委員

へ依頼を発出する。 

 

(4) 新規格「照射後試験のための原子力発電所での燃料棒引抜作業に係る実施指針」の策定ス

ケジュールに関する議論 

浦野主査より資料 44-2-1 基づき，新規格の策定の進め方について紹介があり，新指針の必

要時期について出席者からは特段の意見はなかったが，改めて事務局より意見募集の依頼を

発出することとなった。 

 

以 上 


